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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上下方向に長い中空空間を囲う様に設けられ上下方向に沿って所定の間隔を隔てて多段
に重なった複数の建築梁を持つ建物の建築に同期して中空空間に構造体を建造する構造体
建造方法であって、
中間空間を跨いで建築梁に両端を脱着可能に固定できる梁状の構造体であって吊り用の金
具である吊り金具を設けられる少なくとも２本の鉄骨上架用吊りビームと荷役用牽引索と
荷役用牽引索を巻上げ又巻下げする巻上機構とを準備し、完成予定の構造体を高さ方向に
沿って複数の層に仮に分ける準備工程と、
建築途中の建物の高さが所定の層の高さを越えたときに中空空間を跨いで水平にした少な
くとも２本の前記鉄骨上架用吊りビームの両端を所定の層の高さにある特定の建築梁であ
る特定建築梁に固定する鉄骨上架用吊りビーム据え付け工程と、
前記巻上機構により前記荷役用牽引索を巻上げ又巻下げして前記吊り金具を吊り点とし吊
り上げた構造体の建造資材を組み付けて構造体の所定の層に対応する部分を建造する構造
体組み付け工程と、
を備え、
前記鉄骨上架用吊りビーム据え付け工程と前記構造体組み付け工程とを交互に繰り返して
下の層から上の層へ順次に建造資材を組み付けて構造体を完成させる、
ることを特徴とする構造体建造方法。
【請求項２】
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　前記準備工程は、２本の前記鉄骨上架用吊りビームに各々に２本づつ一端を連結した少
なくとも４本の作業用ユニット用牽引索と４本の前記作業ユニット用牽引索にぶら下がり
昇降できる作業員の作業用の作業ユニットとを準備し、
前記構造体組み付け工程は、作業員が少なくとも２本の前記鉄骨上架用吊りビームから各
々２本づつ垂れ下がった４本の前記作業ユニット用牽引索にぶら下がり中空空間の中を昇
降する前記作業ユニットに乗って前記巻上機構により前記荷役用牽引索を巻上げ又巻下げ
して前記吊り金具を吊り点とし吊り上げた建造資材を組み付けて構造体の所定の層に対応
する部分を建造する、
ことを特徴とする請求項１に記載の構造体建造方法。
【請求項３】
　前記作業ユニットは作業ユニット本体と該作業ユニット本体に連結され前記作業用ユニ
ット用牽引索を巻き掛けて下方へ繰り込みまたは上方へ繰り出すことをできる機械である
牽引索ワインダーとを有し、
前記鉄骨上架用吊りビーム据え付け工程は、前記作業ユニットを建造資材を搬入するため
に中空空間の下部に設けられた乗込面に置いて前記鉄骨上架用吊りビームを前記特定建築
梁の高さまで持ち上げるのに応じて前記牽引索ワインダーから前記作業用ユニット用牽引
索を上方へ繰り出す、
ことを特徴とする請求項２に記載の構造体建造方法。
【請求項４】
　前記鉄骨上架用吊りビームは梁部材と前記梁部材の両端に脱着可能に各々に固定される
１対の鉄骨上架用吊りビーム設置用治具とを有し、
前記鉄骨上架用吊りビーム据え付け工程は、２個のハンドリフタで１対の前記鉄骨上架用
吊りビーム設置用治具を各々に支持して前記特定建築梁の建築梁上面を移動し前記特定建
築梁の建築梁上面に位置決めする、
ことを特徴とする請求項３に記載の構造体建造方法。
【請求項５】
　前記鉄骨上架用吊りビームは梁部材と前記梁部材の両端に脱着可能に各々に固定される
１対の鉄骨上架用吊りビーム設置用治具とを有し、
前記鉄骨上架用吊りビーム据え付け工程は、２個のハンドリフタで１対の前記鉄骨上架用
吊りビーム設置用治具を各々に支持して前記特定建築梁の建築梁上面を移動し前記特定建
築梁の建築梁上面に位置決めする、
ことを特徴とする請求項１に記載の構造体建造方法。
【請求項６】
　上から見て中心部に形成される上下方向に長い中空空間を囲う様に設けられ上下方向に
沿って所定の間隔で多段に重なった複数の建築梁を持つ建物の建築に同期して中空空間に
構造体を建造するのに用いる構造体建造治具であって、
中間空間を跨いで建築梁に両端を脱着可能に固定できる一対の固定部と一対の前記固定部
を繋ぐ長手部とを各々に持ち吊り用の金具である吊り金具を各々に設けられる２本の鉄骨
上架用吊りビームと、
荷役用牽引索と、
荷役用牽引索を巻上げ又巻下げする巻上機構と、
２本の前記鉄骨上架用吊りビームに各々に２本づつ一端を連結した少なくとも４本の作業
用ユニット用牽引索と、
４本の前記作業ユニット用牽引索にぶら下がり昇降できる作業員の作業用の作業ユニット
と、
を備え、
前記巻上機構により前記荷役用牽引索を巻上げ又巻下げして前記吊り金具を吊り点とし構
造体の建造資材を吊り上げることをできる、
ことを特徴とする構造体建造治具。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物の中心部にある中空空間の中に建物の建築に同期して構造体を建造する
造体建造方法に係る。特に、構造体を建造するために用いる治具の構造とその用い方に特
徴のある造体建造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　建物が上から見て中心部に上下方向に長い中空空間を形成し、その中空空間に他の構造
体を建造したい場合がある。
　例えば、車両を駐車させるために駐車装置を建物の中空空間に納める。
　駐車装置には、機械式駐車装置と自走式駐車装置とがある。
　機械式駐車装置は、構造体と構造体に内蔵される駐車機構とで構成される。
　自走式駐車装置は、構造体と構造体に内蔵される自走用車路とで構成される。
　例えば、機械式駐車装置の採用する駐車機構は、メリーゴーランド方式駐車機構、エレ
ベータ方式駐車機構、エレベータ・スライド方式駐車機構、平面往復方式駐車機構、搬送
格納方式駐車機構、二段方式・多段方式駐車機構がある。
　例えば、メリーゴーランド方式駐車機構では、上下に配された１対のスプロケットに掛
け渡されたチェーンに所定の間隔で吊られたケージに車両を駐車させる。電動機がスプロ
ケットを回転駆動し、複数の駐車空間がチェーンの軌跡に沿って循環移動する。
　例えば、エレベータ方式駐車機構では、垂直になった昇降路に沿って上下方向に多段の
駐車空間を配し、車両を載せたケージを昇降路の中に昇降させて、車両をケージから駐車
空間に移載し、駐車させる。電動機は、ケージを吊るケーブルを巻上げ、巻き下げする。
さらに、他の電動機が、車両をケージと駐車空間との間で移動させる。
　例えば、エレベータ・スライド方式駐車機構では、駐車空間を垂直方向と水平方向に多
段に配列し、車両を搬送台車に乗せて入出庫空間と駐車空間の横との間で搬送し、車両を
搬送台車と駐車空間との間で移載する。電動機が、搬送台車を移動させる。他の電動機が
、車両を搬送台車と駐車空間との間で移動させる。
　例えば、平面往復方式駐車機構では、駐車空間を水平に配列し、搬送台車が車両を入出
庫空間と駐車空間の横との間で搬送し、車両を搬送台車と駐車空間との間で移載する。電
動機が、搬送台車を移動させる。車両を搬送台車と駐車空間との間で移動させる。
　例えば、運搬格納方式駐車機構では、車両を載せる複数のパレットを碁盤目状に配列し
、複数のパレットを水平方向に循環できる。電動機が複数のパレットを間欠的に循環する
。
　例えば、多段方式駐車機構では、車両を載せる複数のパレットを多段に重ねる。
　上記の機械式駐車の建造では、最初に構造体を建造し、構造体に駐車機構を内蔵させる
。
　構造体は、各種の建造資材を組み立てられてできている。
　建造資材には、鉄骨柱、水平梁、斜材、他がある。
【０００３】
　従来の構造体の建造では、建物の中空空間が完成した後で、中空空間の中に建造資材を
搬入して組み立てて構造体を完成させ、構造体の内部に駐車機構を内蔵させる。
　したがって、建物の建築が終了した後で、駐車装置の建造が終了することがあった。
　建物と駐車装置との全体工程のさらなる短縮が希望されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は以上に述べた問題点に鑑み案出されたもので、簡易な手順により中空空間を持
つ建物の中空空間に構造物を建造する構造物建造方法とそれに用いる治具を提供しようと
する。
【課題を解決するための手段】
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【０００５】
　上記目的を達成するため、本発明に係る上下方向に長い中空空間を囲う様に設けられ上
下方向に沿って所定の間隔を隔てて多段に重なった複数の建築梁を持つ建物の建築に同期
して中空空間に構造体を建造する構造体建造方法を、中空空間を跨いで建築梁に両端を脱
着可能に固定できる梁状の構造体であって吊り用の金具である吊り金具を設けられる少な
くとも２本の鉄骨上架用吊りビームと荷役用牽引索と荷役用牽引索を巻上げ又巻下げする
巻上機構とを準備し、完成予定の構造体を高さ方向に沿って複数の層に仮に分ける準備工
程と、建築途中の建物の高さが所定の層の高さを越えたときに中空空間を跨いで水平にし
た少なくとも２本の前記鉄骨上架用吊りビームの両端を所定の層の高さにある特定の建築
梁である特定建築梁に固定する鉄骨上架用吊りビーム据え付け工程と、前記巻上機構によ
り前記荷役用牽引索を巻上げ又巻下げして前記吊り金具を吊り点とし吊り上げた構造体の
建造資材を組み付けて構造体の所定の層に対応する部分を建造する構造体組み付け工程と
、を備え、前記鉄骨上架用吊りビーム据え付け工程と架構組み付け工程とを交互に繰り返
して下の層から上の層へ順次に建造資材を組み付けて構造体を完成させる、ものとした。
【０００６】
　上記本発明の構成により、中空空間を跨いで建築梁に両端を脱着可能に固定できる梁状
の構造体であって吊り用の金具である吊り金具を設けられる少なくとも２本の鉄骨上架用
吊りビームと荷役用牽引索と荷役用牽引索を巻上げ又巻下げする巻上機構とを準備する。
完成予定の構造体を高さ方向に沿って複数の層に仮に分ける。鉄骨上架用吊りビーム据え
付け工程で、建築途中の建物の高さが所定の層の高さを越えたときに中空空間を跨いで水
平にした少なくとも２本の前記鉄骨上架用吊りビームの両端を所定の層の高さにある特定
の建築梁である特定建築梁に固定する。構造体組み付け工程で、前記巻上機構により前記
荷役用牽引索を巻上げ又巻下げして前記吊り金具を吊り点とし吊り上げた構造体の建造資
材を組み付けて構造体の所定の層に対応する部分を建造する。上記の工程を交互に繰り返
して下の層から上の層へ順次に建造資材を組み付けて構造体を完成させる。
　その結果、建物の建築の完了を待たずに構造体の所定の層に対応する部分を建造でき、
建物の建築の進行状況に応じて構造体の複数の層に対応する部分を順に建造して構造体を
建造できる。
【０００７】
　以下に、本発明の実施形態に係る構造体建造方法を説明する。本発明は、以下に記載し
た実施形態のいずれか、またはそれらの中の二つ以上が組み合わされた態様を含む。
【０００８】
　本発明の実施形態に係る構造体建造方法は、前記準備工程は、２本の前記鉄骨上架用吊
りビームに各々に２本づつ一端を連結した少なくとも４本の作業用ユニット用牽引索と４
本の前記作業ユニット用牽引索にぶら下がり昇降できる作業員の作業用の作業ユニットと
を準備し、前記構造体組み付け工程は、作業員が少なくとも２本の前記鉄骨上架用吊りビ
ームから各々２本づつ垂れ下がった４本の前記作業ユニット用牽引索にぶら下がり中空空
間の中を昇降する前記作業ユニットに乗って前記巻上機構により前記荷役用牽引索を巻上
げ又巻下げして前記吊り金具を吊り点とし吊り上げた建造資材を組み付けて構造体の所定
の層に対応する部分を建造する。
　上記の実施形態の構成により、２本の前記鉄骨上架用吊りビームに各々に２本づつ一端
を連結した少なくとも４本の作業用ユニット用牽引索と４本の前記作業ユニット用牽引索
にぶら下がり昇降できる作業員の作業用の作業ユニットとを準備する。前記架構組み付け
工程で、作業員が少なくとも２本の前記鉄骨上架用吊りビームから各々２本づつ垂れ下が
った４本の前記作業ユニット用牽引索にぶら下がり中空空間の中を昇降する前記作業ユニ
ットに乗って前記巻上機構により前記荷役用牽引索を巻上げ又巻下げして前記吊り金具を
吊り点とし吊り上げた建造資材を組み付けて構造体の所定の層に対応する部分を建造する
。
　その結果、作業員の安全を確保しつつ、段取りよく構造体の所定の層に対応する部分を
建造できる。
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【０００９】
　本発明の実施形態に係る構造体建造方法は、前記作業ユニットは作業ユニット本体と該
作業ユニット本体に連結され前記作業用ユニット用牽引索を巻き掛けて下方へ繰り込みま
たは上方へ繰り出すことをできる機械である牽引索ワインダーとを有し、前記鉄骨上架用
吊りビーム据え付け工程は、前記作業ユニットを建造資材を搬入するために中空空間の下
部に設けられた乗込面に置いて前記鉄骨上架用吊りビームを前記特定建築梁の高さまで持
ち上げるのに応じて前記牽引索ワインダーから前記作業用ユニット用牽引索を上方へ繰り
出す。
　上記の実施形態の構成により、前記作業ユニットの牽引索ワインダーが、該作業ユニッ
ト本体に連結され前記作業用ユニット用牽引索を巻き掛けて下方へ繰り込みまたは上方へ
繰り出すことをできる。前記鉄骨上架用吊りビーム据え付け工程で、前記作業ユニットを
建造資材を搬入するために中空空間の下部に設けられた乗込面に置いて前記鉄骨上架用吊
りビームを前記特定建築梁の高さまで持ち上げるのに応じて前記牽引索ワインダーから前
記作業用ユニット用牽引索を上方へ繰り出す。
　その結果、前記作業用ユニット用牽引索を建物や構造物にからませることなく、効率よ
く前記鉄骨上架用吊りビームを設置できる。
【００１０】
　本発明の実施形態に係る構造体建造方法は、前記鉄骨上架用吊りビームは梁部材と前記
梁部材の両端に脱着可能に各々に固定される１対の鉄骨上架用吊りビーム設置用治具とを
有し、前記鉄骨上架用吊りビーム据え付け工程は、２個のハンドリフタで１対の前記鉄骨
上架用吊りビーム設置用治具を各々に支持して前記特定建築梁の建築梁上面を移動し前記
特定建築梁の建築梁上面に位置決めする。
　上記の実施形態の構成により、前記鉄骨上架用吊りビームの１対の鉄骨上架用吊りビー
ム設置用治具が、前記梁部材の両端に脱着可能に各々に固定される。前記鉄骨上架用吊り
ビーム据え付け工程で、２個のハンドリフタで１対の前記鉄骨上架用吊りビーム設置用治
具を各々に支持して前記特定建築梁の建築梁上面を移動し前記特定建築梁の建築梁上面に
位置決めする。
　その結果、簡易な作業道具により前記鉄骨上架用吊りビームを建物の建築梁に設置でき
る。
【００１１】
　上記目的を達成するため、本発明に係る上から見て中心部に形成される上下方向に長い
中空空間を囲う様に設けられ上下方向に沿って所定の間隔で多段になった複数の建築梁を
持つ建物の建築に同期して中空空間に構造体を建造する構造体建造に用いる構造体建造治
具を、中空空間を跨いで建築梁に両端を脱着可能に固定できる一対の固定部と一対の前記
固定部を繋ぐ長手部とを各々に持ち吊り用の金具である吊り金具を各々に設けられる２本
の鉄骨上架用吊りビームと、荷役用牽引索と、荷役用牽引索を巻上げ又巻下げする巻上機
構と、２本の前記鉄骨上架用吊りビームに各々に２本づつ一端を連結した少なくとも４本
の作業用ユニット用牽引索と、４本の前記作業ユニット用牽引索にぶら下がり昇降できる
作業員の作業用の作業ユニットと、を備え、前記巻上機構により前記荷役用牽引索を巻上
げ又巻下げして前記吊り金具を吊り点とし建造資材を吊り上げることをできるものとした
。
【００１２】
　上記本発明の構成により、鉄骨上架用吊り治具は、上から見て中心部に形成される上下
方向に長い中空空間を囲う様に設けられ上下方向に沿って所定の間隔を隔てて多段に重な
った複数の建築梁を持つ建物の建築に同期して中空空間に構造体を建造するのに用いるも
のである。２本の鉄骨上架用吊りビームは、中空空間を跨いで建築梁に両端を脱着可能に
固定できる一対の固定部と一対の前記固定部を繋ぐ長手部とを持ち吊り用の金具である吊
り金具を設けられる。巻上機構は、荷役用牽引索を巻上げ又巻下げする。少なくとも４本
の作業用ユニット用牽引索が、２本の前記鉄骨上架用吊りビームに各々に２本づつ一端を
連結する。作業員の作業用の作業ユニットが、４本の前記作業ユニット用牽引索にぶら下



(6) JP 5410322 B2 2014.2.5

10

20

30

40

50

がり昇降できる。前記巻上機構により前記荷役用牽引索を巻上げ又巻下げして前記吊り金
具を吊り点とし建造資材を吊り上げることをできる。
　その結果、作業員の安全を確保しつつ、段取りよく構造体を建造できる。
【発明の効果】
【００１３】
　以上説明したように、本発明に係る構造体建造方法とそれに用いる構造体建造治具は、
その構成により、以下の効果を有する。
　完成予定の構造体を高さ方向に沿って複数の層に仮に分け、建築途中の建物の高さが所
定の層の高さを越えたときに中空空間を跨いで水平にした少なくとも２本の前記鉄骨上架
用吊りビームの両端を特定建築梁に固定し、前記巻上機構により前記荷役用牽引索を巻上
げ又巻下げして前記吊り金具を吊り点とし吊り上げた建造資材を組み付けて構造体の所定
の層に対応する部分を建造することを交互に繰り返す様にしたので、建物の建築の終了を
待たずに構造体の所定の層に対応する部分を建造でき、建物の建築の進行状況に応じて構
造体の複数の層に対応する部分を順に建造して構造体を建造できる。
　また、２本の前記鉄骨上架用吊りビームから垂れ下がった４本の前記作業ユニット用牽
引索にぶら下がり中空空間の中を昇降する前記作業ユニットを使用し、作業員が前記作業
ユニットにのって吊り点とし吊り上げた建造資材を組み付けて構造体の所定の層に対応す
る部分を建造する様にしたので、作業員の安全を確保しつつ、段取りよく構造体の所定の
層に対応する部分を建造できる。
　また、作業ユニット本体に連結された牽引索ワインダーが前記作業用ユニット用牽引索
を巻き掛けて下方へ繰り込みまたは上方へ繰り出し、前記作業ユニットを前記乗込面に置
いて前記鉄骨上架用吊りビームを前記特定建築梁の高さまで持ち上げるのに応じて前記牽
引索ワインダーから前記作業ユニット用牽引索を上方へ繰り出す様にしたので、前記作業
ユニット牽引索を建物や構造物にからませることなく、効率よく前記鉄骨上架用吊りビー
ムを設置できる。
　また、１対の鉄骨上架用吊りビーム設置用治具を前記梁部材の両端に脱着可能に各々に
固定し、ハンドリフタで１対の前記鉄骨上架用吊りビーム設置用治具を各々に支持して建
築梁上面に位置決めする様にしたので、簡易な作業道具により前記鉄骨上架用吊りビーム
を建物の建築梁に設置できる。
　また、作業員が少なくとも２本の前記鉄骨上架用吊りビームから各々に２つづつ垂れ下
がった４本の前記作業ユニット用牽引索にぶら下がり中空空間の中を昇降する前記作業ユ
ニットに乗って前記巻上機構により前記荷役用牽引索を巻上げ又巻下げして前記吊り金具
を吊り点とし吊り上げた建造資材を組み付けて構造体を建造できる様にしたので、作業員
の安全を確保しつつ、段取りよく構造体を建造できる。
　従って、簡易な手順により中空空間を持つ建物の中空空間に構造物を建造する構造物建
造方法とそれに用いる治具を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態に係る構造体建造方法の正面図その１である。
【図２】本発明の実施形態に係る構造体建造方法の正面図その２である。
【図３】本発明の実施形態に係る構造体建造方法の正面図その３である。
【図４】本発明の実施形態に係る構造体建造方法のＡ－Ａ矢視図である。
【図５】本発明の実施形態に係る構造体建造方法のＢ－Ｂ矢視図である。
【図６】本発明の実施形態に係る構造体建造方法の平面拡大図である。
【図７】本発明の実施形態に係る構造体建造方法の正面拡大図である。
【図８】本発明の実施形態に係る構造体建造方法の正面図その４である。
【図９】本発明の実施形態に係る構造体建造方法の手順図である。
【図１０】本発明の実施形態に係る構造体建造方法の作用説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
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　以下、本発明を実施するための形態を、図面を参照して説明する。
【００１６】
　最初に、本発明の実施形態にかかる構造体建造方法とそれに用いる構造体建造治具を説
明する。
　図１は、本発明の実施形態に係る構造体建造方法の正面図その１である。図２は、本発
明の実施形態に係る構造体建造方法の正面図その２である。図３は、本発明の実施形態に
係る構造体建造方法の正面図その３である。図４は、本発明の実施形態に係る構造体建造
方法のＡ－Ａ矢視図である。図５は、本発明の実施形態に係る構造体建造方法のＢ－Ｂ矢
視図である。図６は、本発明の実施形態に係る構造体建造方法の平面拡大図である。図７
は、本発明の実施形態に係る構造体建造方法の正面拡大図である。図８は、本発明の実施
形態に係る構造体建造方法の正面図その４である。図９は、本発明の実施形態に係る構造
体建造方法の手順図である。図１０は、本発明の実施形態に係る構造体建造方法の作用説
明図である。
　以下では、説明の便宜上、構造体と内蔵機構とで構成される隣り合った２組の駐車装置
を建造する場合を例に、説明する。
【００１７】
　本発明の実施形態に係る構造体建造方法は、上下方向に長い中空空間を囲う様に設けら
れ上下方向に沿って所定の間隔を隔てて多段に重なった複数の建築梁を持つ建物の建築に
同期して中空空間に構造体を建造する方法である。
　構造体建造方法は、準備工程Ｓ１０と鉄骨上架用吊りビーム据付工程Ｓ２０と構造体組
み付け工程Ｓ３０と内蔵機構組み付け工程Ｓ４０とで構成される。
　鉄骨上架用吊りビーム据え付け工程Ｓ２０と構造体組み付け工程Ｓ３０とを交互に繰り
返して、下の層から上の層へ順次に建造資材を組み付けて構造体を完成させる、
【００１８】
　準備工程Ｓ１０は、構造体建造治具１００を準備し、完成予定の構造体を高さ方向に沿
って複数の層に仮に分ける工程である。
　完成予定の構造体を高さ方向に沿って複数の層に仮に分ける。
　例えば、完成予定の構造体を高さ方向に沿って高さが相互に略一致する複数の層に仮に
分ける。
　図１乃至図８は、駐車装置の構造体を３つの層に分ける様子を示す。
【００１９】
　構造体建造治具１００は、上から見て中心部に形成される上下方向に長い中空空間Ｈを
囲う様に設けられ上下方向に沿って所定の間隔を隔てて多段に重なった複数の建築梁１１
を持つ建物１０の建築に同期して中空空間Ｈに構造体を建造するのに用いる冶具であって
、少なくとも２本の鉄骨上架用吊りビーム１１０と荷役用牽引索１２０と巻上機構１３０
とで構成される。
　構造体建造冶具１００は、少なくとも２本の鉄骨上架用吊りビーム１１０と荷役用牽引
索１２０と巻上機構１３０と４本の作業ユニット用牽引索１４０と作業ユニット１５０で
構成されてもよい。
　例えば、構造体建造冶具１００は、少なくとも２本の鉄骨上架用吊りビーム１１０と６
本の荷役用牽引索１２０と６機の巻上機構１３０と４本の作業ユニット用牽引索１４０と
作業ユニット１５０で構成される。
【００２０】
　少なくとも２本の鉄骨上架用吊りビーム１１０は、中空空間Ｈを跨いで建築梁１１に両
端を脱着可能に固定できる梁状の構造体であって、吊り用の金具である吊り金具１１３を
各々に設けられる。
　例えば、鉄骨上架用吊りビーム１１０は、梁部材１１１と鉄骨上架用吊りビーム設置用
冶具１１２と吊り金具１１３とで構成される。
　梁部材１１１は、中空空間Ｈの幅寸法より長い長さ寸法を持つ構造部材である。
　梁部材１１１は、中空空間Ｈを跨いで建築梁１１に両端を脱着可能に固定できる一対の
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固定部と一対の固定部を繋ぐ長手部とを持ち、吊り用の金具である吊り金具１１３を設け
られてもよい。
　たとえば、長手部は、上下のフランジと上下のフランジに上下の縁を固定するフランジ
とでできた長手部材である。
　鉄骨上架用吊りビーム設置用冶具１１２は、梁部材の両端に脱着可能に各々に固定され
る構造部材である。
　たとえば、鉄骨上架用吊りビーム設置用冶具１１２は、梁部材１１の端部にボルト結合
される部材である。
　吊り金具１１３は、梁部材１１の所定の個所に固定されたアイプレートである。
　アイプレートは、シャックル等を連結できる穴を設けられた板状の部材である。
【００２１】
　荷役用牽引索１２０は、荷役に用いられる牽引策である。
　例えば、荷役用牽引索１２０は、吊り用のワイヤーである。
　例えば、荷役用牽引索１２０は、吊り金具１１３に連結されたシーブと吊り用フックに
固定されたシーブとに巻きかけられ、一端を吊り金具１１３または吊り用フックに固定さ
れ、多端を後述する巻上機構１３０に巻き取られる。　
　吊り用フックが建築資材に掛けられたわワイヤを吊る。
【００２２】
　巻上機構１３０は、荷役用牽引索を巻上げ又巻下げする機構である。
　巻上機構１３０は、荷役用牽引索１２０を巻上げ又巻下げして吊り金具１１３を吊り点
とし構造体の建造資材を吊り上げることをできる。
　巻上機構１３０は、乗込面Ｇに設置してもよい。
　図５は、６台の巻上機構１３０が、乗込面Ｇに設置される様子を示す。
【００２３】
　少なくとも４本の作業用ユニット用牽引索１４０は、２本の鉄骨上架用吊りビーム１１
０に各々に２本づつ一端を連結した牽引索である。
　例えば、作業用ユニット用牽引索１４０は、吊り用のワイヤーである。
　作業用ユニット用牽引索１４０は、一端を鉄骨上架用吊りビーム１１０に設けられた吊
り金具１３０に連結され、多端を下方にたれ下げられる。
【００２４】
　作業ユニット１５０は、４本の作業ユニット用牽引索にぶら下がり昇降できる作業員の
作業用の機構である。
　作業ユニット１５０は、作業ユニット本体１５１と牽引索ワインダー１５２とで構成さ
れてもよい。
　例えば、作業ユニット１５０は、作業ユニット本体１５１と４本の牽引索ワインダー１
５２とで構成される。
　作業ユニット本体１５１は、作業員が安全に構造体の建造作業をするための作業床を持
つ。
　例えば、作業ユニット本体１５１は、上から見て略四辺形の外形をもち、中央部に略四
辺形の空間をもち、略矩形の作業床をもつ構造体である。
　牽引索ワインダーは、作業ユニット本体１５１に連結され作業用ユニット用牽引索１４
０を巻き掛けて下方へ繰り込みまたは上方へ繰り出すことをできる機械である。
　牽引索ワインダーが、作業用ユニット用牽引索１４０を巻き掛けて下方へ繰り込むと、
作業ユニット１５０が作業用ユニット用牽引索１４０にぶら下がり上昇する。
　牽引索ワインダーが、作業用ユニット用牽引索１４０を巻き掛けて上方へ繰り出すと、
作業ユニット１５０が作業用ユニット用牽引索１４０にぶら下がり下降する。
【００２５】
　ハンドリフタ１６０は、手動で操作できるリフタである。
　後述する様に、ハンドリフタ１６０を用いて、鉄骨上架用吊りビーム１１０を持ち上げ
、建築梁１１を上を移動する。
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【００２６】
　鉄骨上架用吊りビーム据付工程Ｓ２０は、少なくとも２本の鉄骨上架用吊りビーム１１
０を据え付ける工程である。
　建築途中の建物１０の高さが所定の層の高さを越えたときに、中空空間Ｈを跨いで水平
にした少なくとも２本の鉄骨上架用吊りビーム１１０の両端を特定建築梁１１ｘに固定す
る。
　特定建築梁１１ｘは、所定の層の高さにある特定の建築梁１１である。
　図１は、４本の鉄骨上架用吊りビーム１１０の両端を第一層の高さにある特定建築梁１
１ｘに固定する様子を示す。
　図２は、４本の鉄骨上架用吊りビーム１１０の両端を第一層の高さにある特定建築梁１
１ｘから第二層の高さにある特定建築梁１１ｘへ移し第二層の高さにある特定建築梁１１
ｘへに固定する様末を示す。
　図８は、４本の鉄骨上架用吊りビーム１１０の両端を第三層の高さにある特定建築梁１
１ｘに固定する様子を示す。
　図１０は、１本の鉄骨上架用吊りビーム１１０を特定建築梁１１ｘから一つ上の層の高
さにある特定建築梁１１ｘに載せ替えて据え付ける様子を示す。
　鉄骨上架用吊りビーム１１０を一つの層の高さにある特定建築梁１１ｘから外し、鉄骨
上架用吊りビーム１１０を所定の傾斜を付けて斜めにして水平方向の幅寸法を中空空間Ｈ
の幅よりも小さくした状態で中空空間Ｈの中を上昇させ、一つ上の層の高さに移動し、中
空空間Ｈを跨いで水平にした鉄骨上架用吊りビーム１１０を一つ上の層の高さにある特定
建築梁１１ｘに据え付ける。
　図に、符号１３で示す建築ＡＬＣ養生枠が示される。
　鉄骨上架用吊りビーム１１０をクレーン等で吊る際には、クレーンワイヤが建築ＡＬＣ
養生枠に接触しないように注意する。
【００２７】
　作業ユニット１５０を乗込面Ｇに置いて、鉄骨上架用吊りビーム１１０を特定建築梁１
１ｘの高さまで持ち上げるのに応じて牽引索ワインダー１５２から作業用ユニット用牽引
索１４０を上方へ繰り出してもよい。
　乗込面Ｇは、建造資材を搬入するために中空空間Ｈの下部に設けられた面である。
　図３は、作業ユニット１５０を乗込面Ｇに置いて、鉄骨上架用吊りビーム１１０を第一
層の高さにある特定建築梁１１ｘから第二層の高さにある特定建築梁１１ｘの高さまで持
ち上げるのに応じて牽引索ワインダー１５２から作業用ユニット用牽引索１４０を上方へ
繰り出す様子を示している。
【００２８】
　図６、７は、１本の鉄骨上架用吊りビーム１１０を据え付ける様子を示す。
　鉄骨上架用吊りビーム据付工程Ｓ２０は、２個のハンドリフタ１６０で１対の鉄骨上架
用吊りビーム設置用治具１１２を各々に支持して、特定建築梁１１ｘの建築梁上面を移動
し、特定建築梁１１ｘの建築梁上面に位置決めしてもよい。
　鉄骨上架用吊りビーム設置用治具１１２をボルト付けされた鉄骨上架用吊りビーム１１
０を特定建築梁１１ｘに仮置きし、２個のハンドリフタ１６０で１対の鉄骨上架用吊りビ
ーム設置用治具１１２を各々に支持して鉄骨上架用吊りビーム１１０を持ち上げ、鉄骨上
架用吊りビーム１１０を水平移動させ、所定の箇所に移動したのち、鉄骨上架用吊りビー
ム１１０を降ろし、鉄骨上架用吊りビーム１１０を特定建築梁１１ｘに予め設けられたア
ンカーボルトに固定する。
【００２９】
　構造体組み付け工程Ｓ３０は、構造体の建造資材を組み付けて構造体の所定の層に対応
する部分を建造する工程である。
　巻上機構１３０により荷役用牽引索１２０を巻上げ又巻下げして吊り金具１１３を吊り
点とし吊り上げた構造体の建造資材を組み付けて構造体の所定の層に対応する部分を建造
する。
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　作業員が少なくとも２本の鉄骨上架用吊りビーム１１０から各々２本づつ垂れ下がった
４本の作業ユニット用牽引索１４０にぶら下がり中空空間Ｈの中を昇降する作業ユニット
１５０に乗って、巻上機構１３０により荷役用牽引索１２０を巻上げ又巻下げして吊り金
具１１３を吊り点とし、吊り上げた建造資材を組み付けて構造体の所定の層に対応する部
分を建造してもよい。
【００３０】
　内蔵機構組み付け工程Ｓ４０は、内蔵機構を構造体に組み付ける工程である。
　作業員が少なくとも２本の鉄骨上架用吊りビーム１１０から各々２本づつ垂れ下がった
４本の作業ユニット用牽引索１４０にぶら下がり中空空間Ｈの中を昇降する作業ユニット
１５０に乗って、巻上機構１３０により荷役用牽引索１２０を巻上げ又巻下げして吊り金
具１１３を吊り点とし、吊り上げた内蔵機構の建造資材を組み付けて構造体に内蔵機構を
組み付ける。
　内蔵機構組み付け工程Ｓ４０は、構造体を完成させた後で実施しても良い。
　内蔵機構組み付け工程Ｓ４０は、構造体を建造中に並行して実施しても良い。
【００３１】
　本発明の実施形態に係る構造体建造方法とそれに用いる構造体建造治具は、その構成に
より、以下の効果を有する。
　完成予定の構造体を高さ方向に沿って複数の層に仮に分け、建築途中の建物１０の高さ
が所定の層の高さを越えたときに中空空間Ｈを跨いで水平にした少なくとも２本の鉄骨上
架用吊りビーム１１０の両端を特定建築梁１１ｘに固定し、巻上機構１３０により荷役用
牽引索１２０を巻上げ又巻下げして吊り金具１１３を吊り点とし吊り上げた建造資材を組
み付けて構造体の所定の層に対応する部分を建造することを繰り返す様にしたので、建物
１０の建築の終了を待たずに構造体の所定の層に対応する部分を建造でき、建物の建築の
進行状況に応じて構造体の複数の層に対応する部分を順に建造して構造体を建造できる。
　また、２本の鉄骨上架用吊りビーム１１０から垂れ下がった４本の作業ユニット用牽引
索１４０にぶら下がり中空空間Ｈの中を昇降する作業ユニット１５０を使用し、作業員が
作業ユニット１５０にのって吊り金具１１３を吊り点とし吊り上げた建造資材を組み付け
て構造体の所定の層に対応する部分を建造する様にしたので、作業員の安全を確保しつつ
、段取りよく構造体の所定の層に対応する部分を建造できる。
　また、作業ユニット本体１５１に連結された牽引索ワインダー１５２が作業用ユニット
用牽引索１４０を巻き掛けて下方へ繰り込みまたは上方へ繰り出し、作業ユニット１５０
を乗込面Ｇに置いて鉄骨上架用吊りビーム１１０を特定建築梁１１ｘの高さまで持ち上げ
るのに応じて牽引索ワインダー１５２から作業用ユニット用牽引索１４０を上方へ繰り出
す様にしたので、作業ユニット用牽引索１４０を建物や構造物にからませることなく、効
率よく構造体建造治具１００を設置できる。
　また、１対の鉄骨上架用吊りビーム設置用治具１１２を梁部材の両端に脱着可能に各々
に固定し、ハンドリフタ１６０で１対の鉄骨上架用吊りビーム設置用治具１１２を各々に
支持して建築梁上面に位置決めする様にしたので、簡易な作業道具により構造体建造治具
を建物の建築梁に設置できる。
　また、作業員が少なくとも２本の鉄骨上架用吊りビーム１１０から垂れ下がった４本の
作業ユニット用牽引索１４０にぶら下がり中空空間Ｈの中を昇降する作業ユニット１５０
に乗って巻上機構１３０により荷役用牽引索１２０を巻上げ又巻下げして吊り金具１１３
を吊り点とし吊り上げた建造資材を組み付けて構造体を建造できる様にしたので、作業員
の安全を確保しつつ、段取りよく構造体を建造できる。
　また、複数の荷役用牽引索を準備したので、複数の荷役用牽引索で建築資材を吊ること
により、建築資材の姿勢を希望の姿勢にして、組み付けることができ、作業員の作業が容
易にあんる。
【００３２】
　本発明は以上に述べた実施形態に限られるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲
で各種の変更が可能である。
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　図では、同時に１つの中空空間に２台の構造体を建造する工事を例に説明したが、これ
に限定されず、例えば、１つの中空空間に１台の構造体を建造してもよい、また、１つの
中空空間に３つ以上の構造体を建造してもよい。
【符号の説明】
【００３３】
　Ｈ　　中空空間
　Ｇ　　乗込面
　Ｓ１０　準備工程
　Ｓ２０　鉄骨上架用吊りビーム据え付け工程
　Ｓ３０　構造体組み付け工程
　　１０　建物
　　１１　建築梁
　　１１ｘ　特定建築梁
　　１２　建築柱
　　１３　建築ＡＬＣ養生枠
　１００　構造体建造治具
　１１０　鉄骨上架用吊りビーム
　１１１　梁部材
　１１２　鉄骨上架用吊りビーム設置用治具
　１１３　吊り金具
　１２０　荷役用牽引索
　１３０　巻上機構
　１４０　作業ユニット用牽引索
　１５０　作業ユニット
　１５１　作業ユニット本体
　１５２　牽引索ワインダー
　１６０　ハンドリフタ
【先行技術文献】
【特許文献】
【００３４】
【特許文献１】特開２００９－２１５８０６
【特許文献２】特開平５－２０９４７２
【特許文献３】特開平４－３５０２７１
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